


●介入する地域の優先課題と、その順位に市全体から納得を得た。

●介入対象となる地域住民に、なぜその地域から行う必要が高いのかを説得できた。

●住民主体の活動により、地元のキーパーソンを巻き込みながら事業が進められる

ようになった。




